
ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム「静岡大会」  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２０年（２００８年）  １１月１７日（月）・１８日（火）
 

会  場： 

 

１１月１７日 静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」 静岡市駿河区池田

 １１月１８日 静岡県男女共同参画センター「あざれあ」 静岡市駿河区馬渕 

参加対象： 全国の自治体職員、NPO、コミュニティ関係者等 NPO に興味のある方ならどなたでも 

参 加 費： １１月１７日 無料 （交流会は４，０００円の参加費が必要です。） 

 １１月１８日 分科会 ３，０００円 

 ＊どちらか 1日だけの参加も可能です。 
主  催： NPO 活動推進自治体フォーラム静岡大会実行委員会 

 （千葉県・愛知県・三重県・愛媛県松山市・静岡市・浜松市・静岡県等） 

事 務 局： 静岡県県民部県民生活局県民生活室 

 

NPO とともに創る新たな地域社会 
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ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム静岡大会 

 

 
 
 

大会趣旨 

 
  地域の多様な市民活動を支えるＮＰＯ法が施行されて、本年で満 10年となります。 
また、全国の自治体職員やＮＰＯ関係者などが集うこのフォーラムも 5 回目を迎え、ひとつ

の振り返りの節目となる大会となります。 

今や、ＮＰＯ法人も 3万４千団体を超え、全国各地で「新たな公共の担い手」として活躍し、

行政や企業との協働が進展するなど、様々な地域課題に取り組んでいます。 

全国の自治体では、ＮＰＯ活動支援施設の設置、協働推進条例や協働推進指針などの策定、公

益信託などによる財政支援など様々なＮＰＯ施策を展開しています。 

 しかし、「行政がＮＰＯ活動をどこまで支援するのか。」、「行政とＮＰＯ等との協働の課題は何

か。」など、基本的な認識について、試行錯誤しているのが現状ではないでしょうか。 

   このようなことから、今回の静岡大会では、関係者がＮＰＯ活動推進の新たな飛躍に向けて、

NPO法施行 10 年の歩みを振り返りながら、最前線のＮＰＯ等の取組を素材にして、協働や市民

活動センターのあり方などを模索します。 

さらに、自治体やＮＰＯが現場で直面している様々な課題について、全国の自治体職員、ＮＰ

Ｏ、コミュニティ関係者等が議論を深め、「ＮＰＯとともに創る新たな地域社会」の実現に向け

て、一緒に考えていきます。 

 

 

プログラム 

 

11 月 17 日（月）  全体会  静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」中ホール 

12：30～     受付 

13：00～     開会式 

13：15～14：05 基調講演 

「協働と新たな公共サービス ～NPO 法施行 10 周年に寄せて～」 
（講師） 堀田 力 さわやか福祉財団理事長 

14：20～16：30 パネルディスカッション 

「ＮＰＯとともに創る新たな地域社会」 

（コーディネーター） 日詰一幸 静岡大学人文学部教授 
（パネリスト）             

堂本 暁子 千葉県知事 
堀田 力  さわやか福祉財団理事長 
渡部 勝  ＮＰＯ法人たすけあい名古屋 代表理事 
伊井野雄二 ＮＰＯ法人赤目の里山を育てる会 理事長 
駒崎 弘樹 ＮＰＯ法人フローレンス代表理事 
石川 嘉延 静岡県知事   

 

         展 示  一階ロビー         

12：00～17：00 

ロビーで、静岡県内外の自治体のＮＰＯ施策やＮＰＯ協働事例などの展示、資料

配布などを行います。 

   

交流会  一階レストラン「オアシス」 

17：30～19：30 

   

 

 

NPO とともに創る新たな地域社会 



 

11 月 18 日（火）  分科会 男女共同参画センター「あざれあ」大ホール、会議室等 
 

 

9：00～ 9：30   受付 

9：30～14：00   分科会 

14：30～16：00  クロージングセッション（分科会報告） 

（報告者）各分科会のコーディネーター等 

（コーディネーター）野村諒子  
NPO 法人静岡県東部パレット市民活動ネットワーク副代表理事・事務局長 

16：00～16：10  閉会式 

 

 

 

 

各分科会の内容 
 

 

◆第１分科会 ＮＰＯと行政等、多様な主体の連携のしくみ 
～地域課題の共有と解決法～新たな協働を目指して～ 

 
・開催趣旨   多様な主体が地域課題を共有し、解決に向けて取り組むための、協働事業の実施を前

提とするしくみとは異なる連携・協働のあり方について、事例をもとに考えていきます。 
 

・方式・定員  事例報告とワークショップ  50 名 
 

・出演者    (コーディネーター) 守本尚子 プロセス・コンサルタント 

(事例報告者)   今井友乃 NPO 法人知多地域成年後見センター事務局長 

中盛 汀 三重県協働事業等提案サポート委員/ＷＴＡまちづくりセンター代表 
 

・担当     愛知県、御殿場市、富士宮市、東部パレット、静岡県（県民部） 

 

 

 

 

 

◆第２分科会 協働の多面的評価のあり方 ～協働の価値を明確化する新しい方策へのチャレンジ～ 
 
・開始趣旨    協働評価の考え方について、あたらしい枠組みを提示し、多くの自治体、あるいは

NPO 関係者が共有できるような協働評価のあり方について考えます。 
 

・方式・定員  事例発表、ディスカッション、コーディネーターによる考察 50 名 
 

・出演者    (コーディネーター) 

粉川一郎 NPO 法人コミュニティ・シンクタンク「評価みえ」理事／上席主任研究員  
武蔵大学社会学部准教授 

 

(事例報告者) 

・ 「行政とコミュニティビジネスのパートナーシップに関する調査研究」  

菅原敏夫 財団法人地方自治総合研究所 研究員 

・ 「協働事例発表会／協働の底力。」実行委員会におけるプロセスの評価  

守屋司子 NPO 法人しずおか環境教育研究会 副理事長 

・ 「かながわボランタリー活動推進基金２１」における成果評価 

                藤澤浩子 NPO 法人よこすかパートナーシップサポーターズ代表理事 
 

・担当     三重県、富士市、静岡県（建設部） 

 

 

 



 

◆第３分科会  より良い協働のための協働事業提案制度 ～ＮＰＯが活きる提案制度を考える～ 
 
・開始趣旨    全国で展開されている行政とＮＰＯとの協働事業提案制度の仕組やその課題につい

て討論し、各地域の実情に応じたより良い協働事業提案制度へ進展させるよう考えま

す。 
 

・方式・定員  協働事業提案制度に関するアンケート調査結果中間報告、自治体制度事例紹介、ディ

スカッション、コメンテーターによる考察  50 名 
 

・出演者    (コーディネーター) 小松孝之 株式会社ちばぎん総合研究所 上席研究員 
(コメンテーター） 

・ 松原 明   NPO 法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会常務理事・事務局長 

・ 田中 泰 株式会社 WAVE 出版 編集部 
(アンケート調査報告者)ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム「協働事業提案制度研究会」事務局 

・  小川一美 千葉県環境生活部 NPO 活動推進課 主査 

(事例報告者) 

・ 本荘泰司 豊中市政策企画部コミュニティ政策室長    
・ 佐野 晃 山形県文化環境部県民文化課 県民活動推進主査  

 

・担当     千葉県、浜松市、藤枝市、静岡県（県民部）  

NPO 活動推進自治体ネットワーク「協働事業提案制度研究会」 

 

 

 

 

 

◆第４分科会 続・地縁組織と志縁組織と行政との連携・協働 
～どうして地縁組織と志縁組織と行政は協働できないのか．．．いやできるはず！！（その 2）～ 

 

・開始趣旨    町内会等の地縁組織・ＮＰＯ等の志縁組織・行政の三者が上手に協働するためには

何が必要か、事例を検討しながら話し合います。昨年の佐賀大会の続編を目指してい

ます。 
 

・方式・定員  ワークショップ方式 60 名（地縁組織・志縁組織・行政・一般の方から各１５名程度） 
 

・出演者    (コーディネーター) 前田 眞 NPO 法人まちづくり支援えひめ 代表理事 

(事例報告者)  

・ 宮崎眞行 三島市地域振興部商工振興課長(「街中がせせらぎ事業」の紹介) 

・ 渡部達也 NPO 法人ゆめ・まち・ねっと 代表 
 

・担当     松山市、三島市、焼津市、静岡県（総務部、県民部） 

 

 

 

 

 

◆第５分科会  市民活動センターの成果とは何か ～利用者数の向こうにある成果を考える～ 
 
・開始趣旨    全国的に整備が進んでいる市民活動センターですが、その内容は、まちまちなのが

現状です。本分科会では、「成果」に焦点を当て、参加者によるワークショップにより

考えます。 
 

・方式・定員  参加者意見でつくりあげるグループ・ワークショップ  36 人 
 

・出演者    (コメンテーター)  日詰一幸 静岡大学人文学部教授 

(ファシリテーター) 小野寺郷子 会議ファシリテーター普及協会副代表 
 

・担当     静岡市、袋井市、菊川市、中部パレット、西部パレット、静岡県（県民部） 



申込方法 

 
  静岡県ホームページから直接入力するか、別紙の参加申込書により、電子メール、郵便又はフ
ァックスで事務局（静岡県県民生活室）までお申し込みください。 （定員に達した場合は、お

断りする場合があります。） 
 

（静岡県ホームページ申込 URL 

 https://www.shinsei.pref.shizuoka.lg.jp/simpleA/ApplyEditCallAction.do?applyno=301) 

 

全体会に参加される方で、一時託児や手話通訳を希望する方は、その旨御連絡ください。 

   宿泊に関しては、事務局では斡旋いたしませんので、各自で手配されるようお願いします。 

静岡市内の宿泊先については、つぎを参考にしてください。 

静岡市ホテル旅館協同組合 http://www.shr.or.jp  TEL: 054-253-1165 

清水ホテル旅館組合 http://www.shimizu-oyado.net  TEL:054-364-3461 

 

お問合せ 

◎千葉県環境生活部 NPO 活動推進課 ◎静岡市市民生活部市民生活課 

 TEL: 043-223-4166 FAX: 043-221-5858 TEL: 054-221-1265 FAX: 054-221-1538 

◎愛知県県民生活部社会活動推進課 ◎浜松市企画部市民協働推進課 

 あいち NPO 交流プラザ内 TEL: 053-457-2094 FAX: 053-457-2750 

 TEL: 052-961-8100 FAX: 052-961-2315 ◎静岡県東部地域交流プラザ 

◎三重県生活・文化部男女共同参画・NPO 室 TEL: 055-951-8500 FAX: 055-952-1433 

 みえ県民生活交流センター内 ◎ふじのくに NPO 活動センター 

 TEL: 059-222-5981 FAX: 059-222-5971 TEL: 054-274-2994 FAX: 054-274-2996 

◎松山市市民部市民参画まちづくり課 ◎静岡県西部地域交流プラザ 

 TEL: 089-948-6963 FAX: 089-934-3157 TEL: 053-458-7115 FAX: 053-458-7026 

 

お問合せ・参加申込先 
事務局  静岡県県民部県民生活局県民生活室 NPO スタッフ 
    〒420-8601 静岡市葵区追手町 9－6 
    TEL：054-221－3726  FAX：054-221－2941 
    E-mail：npo@pref.shizuoka.lg.jp 
    URL：http://www.npo.pref.shizuoka.jp/ 
 

●会場案内● 

 

 

 11 月 17 日（月）全体会会場 
静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」 

〒422-8005 静岡市駿河区池田 79‐4 

電話 054-203-5710  ファクス 054-203-5716 

【交通案内】JR 東静岡駅（静岡駅から JR で 3 分）東側に隣接

11 月 1８日（火）分科会会場 
静岡県男女共同参画センター「あざれあ」 

〒422-8063 静岡市駿河区馬渕 1-17-1 

電話 054-250-8107  ファクス 054-255-9266 

【交通案内】JR 静岡駅から徒歩 10 分 


